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論 文 の 内 容 の 要 旨

本研究では､世界各地で栽培･利用されている野菜用アマランサスについて,代表

的な種である月.才rJcoノ0∫を中心に､A.九仰OCOβ血ゴ∂C〟∫やコマツナ､ミズナ､チンゲ

ンサイ､ミツバ､サラダ用ホウレンソウなどの野菜の生化学特性とフェノール化合物

を調べ､一般的な野菜と野菜用アマランサスの成分の比較を行った｡調べた生化学特

性は､ベタシアニンとベタキサンチンを含むベタレイン､ビタミンC､クロロフィル､

カロチノイド､全抗酸化活性､ポリフェノールの含量などである｡また植物の大きさ

や葉色の指標としてLab表色系での評価値についても調べた｡

その結果､世界各地の野菜用アマランサスA.加わクゐrの42品種において､品種

RoctoaltaはLabのa★値が最も高く､Sat-072はL*値とb*値が最も高かった｡ベタシ

アニンとベタキサンチンは､それぞれベタニン換算で176.2～236.6ng/g生鮮重とイン

ディカキサンチンは225.2～824.6ng/g生鮮重の範囲であった｡全アスコルビン酸と遭

元型アスコルビン酸は､それぞれ3.2～32.7mg/g生鮮重と1.5～28mg/g生鮮重の範囲

であった｡基色の指標とベタレインの間で有意な相関があった｡42晶棚の分析データ

を基に撮尤因子分析を行ったところ､全分散の61%が3つの因子で説明でき､これら

は主に薬色とベタレインに関連するものであった｡クラスプロット分析では､抗酸化

活性と関連して非色やベタレインなどを5つのクラスターに分けることができた｡

ⅡPLC とマススペクトロメーターを用いてフェノール化合物のヒドロキシベンゼン､

ヒドロキシ桂皮酸ならびにフラボノイドを調べた｡ヒドロキシベンゼンとして一般的
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なサリチル酸は､4.4～117.4〃g/g生鮮塵であった｡またバニリン酸､没食子酸､カフ

ェ酸､クロログン酸､p-クマリン酸､m-クマリン酸､フェルラ酸などが､アマランサ

スで検出された｡エラグ酸とシナイン酸は､A.旦夕pOC如月血cぴβで顕著に検出された｡

イソケルセチンとルチンは､アマランサスや他の野菜類で共通して検出された｡全フ

ェノール含愚は､A.カグpoco刀dわβCぴβよりA.£わcdβアの方が高かった｡全アマランサス

品種において､全抗酸化活性と全フェノール含哉の問で高い相関がみられた｡全抗酸

化値は､チンゲンサイ､コマツナ､ミズナ､赤色薬のアマランサス､レタス､緑色の

燕のアマランサス､野菜用ホウレンソウの順であった｡さらにA.わ与coノ0での15品種に

ついて自然環境下で2年間行った栽培試験を基に表現型の可塑性を調べた｡葉色のL★

値､クロロフィルaとbの比率､植物の大きさについて､黄緑色の葉を持つSAT-072

は可塑性が小さく､環境変化に対してよく安定した生育を示した｡

本研究では､野菜用アマランサスについて､植物体に含有される各種成分を調べ､

他の野菜類との比較や種間･種内変異の比較を通した研究によって､この植物の野菜

としての機能性成分の特徴を明らかにした｡

審 査 結 果 の 要 旨

UmmaKhairSalmaKhanam氏の学位論文は,熱帯野菜として知られるアマラ

ンサス(血β毘β班〟∫とアイc∂ノarL.)の生化学特性とフェノール化合物について研究

し､他の野菜類との比較やアマランサス属種間ならびに種内の変異について調査し､

この野菜を利用する上での成分の特徴を明らかにしたものである｡

本研究では､世界各地で栽培･利用されている野菜用アマランサスの中でも,代表

的な種である月.けノcoノⅣを中心に､A■力作OC00身元c〟∫やコマツナ､ミズナ､チン

ゲンサイ､ミツバ､サラダ用ホウレンソウなどの野菜について､その生化学特性とフ

ェノール化合物を調べ､一般的な野菜と野菜用アマランサスの成分の比較を行った｡

調べた生化学特性は､ベタシアニンとベタキサンチンを含むベタレイン､ビタミンC､

クロロフィル､カロチノイド､全抗酸化活性､ポリフェノールの含量などである｡ま

た植物の大きさや葉色の指標としてLab表色系での評価値についても調べた｡

その結果､バングラデシュや台湾のAVRDCなどから収集した野菜用アマランサ

スA.tribohTの42品種において､品種RoctoaltaはLabのa*値が最も高く､Sat-072

はL★値とb★値が最も高かった｡ベタシアニンとベタキサンチンは､それぞれベタニ

ン換算で176.2～236.6ng/g生鮮重とインディカキサンチンは225.2～824･6ng/g生鮮

重の範囲であった｡全アスコルビン酸と遭元型アスコルビン酸は､それぞれ3.2～

32.7mg/g生鮮重と1.5～28mg/g生鮮重の範囲であった｡葉色の指標とベタレインの

間で有意な相関があった｡42品種の分析データを基に最尤因子分析を行ったところ､

全分散の61%が3つの因子で説明でき､これらは主に葉色とベタレインに関連する

ものであった｡クラスプロット分析では､抗酸化活性と関連して葉色やベタレインな

どを5つのクラスターに分けることができた｡

フェノール化合物については､HPI.Cとマススペクトロメーターを用いてヒドロ

キシベンゼン､ヒドロキシ桂皮酸ならびにフラボノイドを調べた｡ヒドロキシベンゼ

ンとして一般的なサリチル酸は､4.4～117.4〃g/g生鮮重であった｡またバニリン酸､

没食子酸､カフェ酸､クロログン酸､p-クマリン酸､m-クマリン酸､フェルラ酸な
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どが､アマランサスで検出された｡エラグ酸とシナイン酸については､

A.旦夕pOdaロ血cぴβで顕著に検出された｡イソケルセチンとルチンは､アマランサス

や他の野菜類で共通して検出され､3.7～19.3JJg/g生鮮重､ならびに1.6～7.9〃g

/g生鮮重の範囲であった｡ケルセチンの水酸化物は､ミズナで最も高く検出された｡

全フェノール含畳は､A.名作OC∞血cぴよりA.血血の方が高かった｡全アマラ

ンサス品種において､全抗酸化活性と全フェノール含量の間で高い相関がみられた｡

全抗酸化値は､トロロックス､ケルセチン､アスコルビン酸に換算するABTS+値と

DPPHの測定法の間で広く変異があった｡全抗酸化値は､チンゲンサイ､コマツナ､

ミズナ､赤色菓のアマランサス､レタス､緑色の薬のアマランサス､野菜用ホウレン

ソウの順であった｡さらにA.なお血の15品種について自然環境下で2年間行った

栽培試験を基に表現型の可塑性を調べた｡葉色のL★値､クロロフィルaとbの比率､

植物の大きさについて､黄緑色の菓を持つSA㌢072は可塑性が小さく､環境変化に

対してよく安定した生育を示した｡

本研究では､野菜用アマランサスについて､植物体に含有される各種成分を調べ､

他の野菜類との比較や種間･種内変異の比較を通した研究によって､この植物の野菜

としての機能性成分の特徴を明確にした｡

以上の研究について内容を吟味し､審査員全員一致で本論文が岐阜大学大学院連合

農学研究科の学位論文として充分価値のあるものと認めた｡
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